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はじめに 

 久々の「進路指導室から」です。この間、高校入試、国公立大学前期日程発表、中期・後期日程に向けての指導、卒

業式と私にとっては１年で一番慌ただしい時期を過ごしていました。 

 さて、令和４年度（2022年度）の終わりが近づいてきました。本校元校長の松本洋二先生は一年間の振り返りとして、

かつて、生徒たち向けに配布されていた「桐林（三十二）」の中で、いくつかの言葉を紹介されています。 

○ 自主自律、継続は力なり、三かんこう（敢行・貫行・慣行） 

 再建されたキックボードにも刻まれている言葉です。諸先輩がこれらの言葉に励まされて巣立っていきまし

た。そして、卒業してからもこれらの言葉は自分の中に生き続けます。ある卒業生がこの秋に新聞に投書して

いました。次はその一部です。＜高校のモットーである「自主自律」「継続は力なり」は、高校時代はそれほ

ど気にも留めていなったのだが、今となってあらためてその重みをひしひしと感じている。どちらの言葉も実

行するのは難しいが、だからこそとても大切なことだと、この年（38歳）になってわかるようになった。これ

からも高校時代の思い出を大切にしながら、卒業生として恥ずかしくない生き方をしていきたいと思う。＞ 

 

○ 温故知新、可以為師矣。（故きを温めて新しきを知れば、以て師たるべし。） 

 『論語』の中の言葉で、四字熟語「温故知新」としてよく知られています。「温」は、復習する、十分に研

究することで、「温
たず

ねて」とも訓みます。 

 創造は、先人の業績と全く無関係に突如としてなされるものではありません。学問、芸術、文化、スポー

ツ、産業等々、先人のものを否定して新たなものを創り出すにしても、それは先人の遺したものをよく玩味し

て、それに立ち向かったり超えたりする意欲をもってして初めて可能になるものです。『論語』のこの言葉

は、ただ「故」に固執・安住したり、また「故」を無視して徒に「新」に奔ったりすることを戒めたものとし

て読むことができます。 

 

○ 我以外皆師也 

 ＜我以外皆が師なり＞。吉川英治の言葉として広く知られています。謙虚に学び続ける姿勢の必要性と、誰

でも皆長所をもっていることを教えてくれる言葉です。（＊吉川英治 小説家。本名、英次（ひでつぐ）。神奈

川県生まれ。物語の魅力と求道精神とで多くの読者を集めた。作「鳴門秘帖」「宮本武蔵」「新・平家物語」な

ど、文化勲章。（1892～1962）「広辞苑」第六版より抜粋） 

 

「2023年度入試に係る基町高校大学等入試結果」について 

 ３月23日（木）段階の「2023年度入試に係る基町高校大学等入試結果」については、以下のとおりです。最終段階の

入試結果については４月以降に公表する予定です。 

【国立大学】 
大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 

北海道大学 ３ １ 東京農工大学 １  大阪大学 12 ３ 九州大学 23 １ 

東北大学  １ 一橋大学 １  神戸大学 ９ １ 九州工業大学 ７  

筑波大学 ３  横浜国立大学 ３ １ 奈良女子大学  １ 福岡教育大学 ２  

埼玉大学 ３  富山大学 １  島根大学 ２ １ 佐賀大学 １  

お茶の水女子大学 ２  金沢大学 １  岡山大学 ３  長崎大学 １  

東京大学 １ １ 岐阜大学  １ 広島大学 67 ７ 熊本大学 ２ １ 

東京医科歯科大学 １  愛知教育大学 １  山口大学 14 ２ 大分大学 ２  

東京外国語大学 ２  名古屋大学 １  徳島大学 １  宮崎大学 １  

東京海洋大学 １  滋賀大学 ２  香川大学 ２  鹿児島大学 １ １ 

東京学芸大学 １  京都大学 ８ ４ 愛媛大学 11 １  

東京藝術大学  ２ 京都教育大学 １  高知大学 １  

 

【公立大学】 
大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 

東京都立大学 １  名古屋市立大学  １ 岡山県立大学 １  北九州市立大学 １  

長岡造形大学 １  京都市立芸術大学 １  尾道市立大学 １  福岡女子大学 １  

金沢美術工芸大学 １  京都府立大学 １  県立広島大学 ３  長崎県立大学 １  

都留文科大学 １  大阪公立大学 ５ ２ 広島市立大学 ５ ２    

長野大学  １ 神戸市外語大学 １  
山口小野田市立 

山口東京理科大学 
１ １ 

   



【私立大学】 
大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 大 学 名 現役 既卒 

青山学院大学 １ ３ 東洋大学 ２  龍谷大学 ２ ４ 広島国際大学 10 ５ 

北里大学 ２  日本大学 ６  嵯峨美術大学 ２  
日本赤十字広島 

看護大学 
３  

慶應義塾大学 １ ３ 法政大学  １ 大阪医科歯科大学 １  九州産業大学 １  

工学院大学 １  武蔵野美術大学 ２  大阪芸術大学 ２  久留米大学 １  

駒澤大学 ２  明治大学 15 ３ 関西大学 18 ６ 西南学院大学 ２ ２ 

芝浦工業大学 １  立教大学 １ ８ 関西外語大学 ４  福岡大学 ２ １ 

順天堂大学 ２  早稲田大学 ６ １ 近畿大学 26 11 純真学園大学 １  

上智大学 １ １ 
情報経営イノベー

ション大学 
１  関西医療大学 １  

立命館アジア太平

洋大学 
３  

女子美術大学 ３  神奈川大学  ２ 大和大学  １  

成蹊大学 １  
ビューティー＆ウェル

ネス専門職大学 
１  関西学院大学 28 ７ 

専修大学 １  中京大学  ３ 甲南大学 ２  

創価大学 ２  名城大学  ８ 武庫川女子大学 ３  

玉川大学 ２  名古屋学芸大学  ２ 岡山理科大学 ２ ３ 

多摩美術大学 ３  鈴鹿医療科学大学  １ 川崎医療福祉大学 １  

中央大学 ８ １ 京都産業大学 １  
ノートルダム清心

女子大学 
１  

帝京大学   １ 京都女子大学 14  広島工業大学 ４ ２ 

東海大学 ２  京都精華大学 １  広島修道大学 22 ２ 

東京造形大学 ３  同志社大学 30 17 広島文教大学 ２  

東京薬科大学 ３  同志社女子大学 ５  福山大学 ２  

東京理科大学 ４ 10 立命館大学 57 23 安田女子大学 54 11 

  

【短期大学】 
安田女子短期大学１ 比治山大学短期大学部１ 

 

【海外大学】 
Arizona State Univercity（アメリカ）１  Knox College（アメリカ）１ 

 

【専門学校】 
（公立）山梨県立宝石美術専門学校１  広島市立看護専門学校１ 

（私立）文化服飾学院１ 大阪デザイン専門学校２ 穴吹デザイン専門学校８ 広島ヒューマンアカデミー１  

 

終わりに  

 ３月14日（火）に74回生の卒業式が行われました。74回生は入学当初から新型コロナウイルス感染症の社会的影響を

受け、様々な場面で活動が制限された学年でした。入学式が終わってまだ間もない段階での休校措置、規模を縮小もし

くは中止とせざるをえなかった学校行事、従来の関東方面から関西方面への変更となった修学旅行、活動時間が制限さ

れた部活動など。生徒たちは、本当はもっと思いっきり、高校生活を謳歌したかったはずです。 

 当日は最後のホームルームを終えて、卒業生たちが挨拶に来てくれました。授業、個別指導、個別相談、部活動など

を通して関わった卒業生たちです。みんな本当にいい顔をしていました。そのうちの何人かと一緒に写真を撮りました

が、最後くらいはマスクを取ろうということになり、卒業生たちもマスクを取りましたが、思わず「君はこんな顔だっ

たのか」と声が出てしまいました。新型コロナウイルス感染症の影響はそんなところにも出ていました。  

３月の下旬に入り、多くの卒業生等が訪ねてくれました。その中で印象に残っているのは、本校70回生のＫさんと73

回生のＮさんの二人の姉妹、そして、そのお母様です。大学を卒業した姉のＫさんは岡山市で小学校の教職に就き、本

校を卒業したＮさんは大学に進学します。二人は本当に仲の良い姉妹ですが、その晴れやかな表情から新しい生活に向

けての意気込みを感じました。また、お母様からＫさんとＮさんのここに至るまでのお話を伺う中で、二人の姉妹を深

い愛情をもって見守り、育まれてきたことがよく伝わってきました。三人と３時間近く、いろいろなことを楽しくお話

しできたことが良き思い出になりました。 

さて、平成27年から始まった「進路指導室から」は、本号をもって最終とさせていただきます。いろいろとご批判を

受けることが多く、途中何度も掲載を止めることも考えましたが、その一方で、「楽しみにしています」や「続けてく

ださい」の声もありました。そうした声に支えられ何とかここまで続けることができました。「進路指導室から」を通

して、基町高校の進路指導、進路を取り巻く情報、そして、私自身が普段考えていることを少しでも知っていただくこ

とができたならば嬉しく思っています。 

 最後になりましたが、今後とも、基町高校の進路指導に対しまして、今後も格別のご理解とご協力を賜りますよう、

よろしくお願いいたします。８年間、本当にありがとうございました。      

（進路指導主事 池本 邦彦） 


